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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体に向けて放射線を照射する放射線源と、
　前記放射線源から照射され前記被写体を透過した放射線に応じた電荷を発生させるセン
サ部を有し、前記センサ部において生成された電荷を読み出して放射線画像の画像データ
を生成する放射線検出器と、
　前記センサ部に残留する電荷を消去するための消去光を前記放射線検出器に照射する消
去光源と、
　前記放射線検出器が、第１の照射時間で前記放射線源から照射された放射線に基づいて
放射線画像の画像データを生成する第１の撮影モードの場合には、少なくとも放射線の照
射の開始から前記放射線検出器による電荷の読み出しの終了までの間、前記消去光源を消
灯状態とし、前記放射線検出器が、前記第１の照射時間よりも照射時間の短い第２の照射
時間で前記放射線源から複数回照射された放射線に基づいて複数の放射線画像の画像デー
タを生成する第２の撮影モードの場合には、少なくとも最初の放射線の照射から最後の放
射線の照射後の前記放射線検出器による電荷の読み出しの終了までの間、前記消去光源を
点灯状態とする制御部と、
　を含む放射線画像撮影装置。
【請求項２】
　前記第２の撮影モードは、前記放射線源から複数の照射角度で前記被写体に放射線を照
射して複数の放射線画像を連続的に撮影するトモシンセシス撮影モードである
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　請求項１に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項３】
　前記第２の撮影モードは、前記放射線源から所定の時間間隔で前記被写体に放射線を照
射して複数の放射線画像を連続的に撮影する動画撮影モードである
　請求項１に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項４】
　前記第１の撮影モードは、前記放射線源から所定の照射角度で前記被写体に放射線を照
射して放射線画像を撮影する２Ｄ撮影モードである
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１の撮影モードにおいて、前記放射線検出器による電荷の読み出
しの終了後に前記消去光源を点灯状態とする
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第１の撮影モードにおいて、放射線の照射の開始前から前記消去光
源を消灯状態とする
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第２の撮影モードにおいて、最初の放射線の照射の開始前から前記
消去光源を点灯状態とする
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項８】
　前記第１の撮影モードによる撮影と前記第２の撮影モードによる撮影とを連続して行う
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記第２の撮影モードによる撮影を行った後に前記第１の撮影モードに
よる撮影を行う場合には、前記第２の撮影モードにおいて、前記放射線検出器による最後
の放射線の照射後の電荷の読み出しの終了時に前記消去光源を消灯状態とする
　請求項８に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記第１の撮影モードによる撮影を行った後に前記第２の撮影モードに
よる撮影を行う場合には、前記第１の撮影モードにおいて、前記放射線検出器による電荷
の読み出しの終了時に前記消去光源を点灯状態とする
　請求項８に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項１１】
　前記第１の撮影モードによる撮影と前記第２の撮影モードによる撮影とを独立して行う
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置におけ
る前記制御部として機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　被写体に向けて放射線を照射する放射線源と、前記放射線源から照射され前記被写体を
透過した放射線に応じた電荷を発生させるセンサ部を有し、前記センサ部において生成さ
れた電荷を読み出して放射線画像の画像データを生成する放射線検出器と、前記センサ部
に残留する電荷を消去するための消去光を前記放射線検出器に照射する消去光源と、を含
む放射線画像撮影装置における前記消去光源の制御方法であって、
　前記放射線検出器が、第１の照射時間で前記放射線源から照射された放射線に基づいて
放射線画像の画像データを生成する第１の撮影モードの場合には、少なくとも放射線の照
射の開始から前記放射線検出器による電荷の読み出しの終了までの間、前記消去光源を消
灯状態とし、前記放射線検出器が、前記第１の照射時間よりも照射時間の短い第２の照射
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時間で前記放射線源から複数回照射された放射線に基づいて複数の放射線画像の画像デー
タを生成する第２の撮影モードの場合には、少なくとも最初の放射線の照射から最後の放
射線の照射後の前記放射線検出器による電荷の読み出しの終了までの間、前記消去光源を
点灯状態とする制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放射線画像撮影装置、消去光源の制御方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　乳房のＸ線撮影を行う放射線検出器（ＦＰＤ：flat panel detector）を備えたマンモ
グラフィ装置等の放射線画像撮影装置が知られている。放射線検出器は、変換方式の違い
により直接変換方式と間接変換方式に分けられる。直接変換方式の放射線検出器は、Ｘ線
情報をアモルファスセレン（a-Se）を用いた光導電層によって直接電気信号に変換する方
式である。
【０００３】
　直接変換方式の放射線検出器は、高鮮鋭度と高感度の両立を実現することができる。し
かしながら、光導電層にアモルファスセレン（a-Se）を用いた放射線検出器は、光導電層
において生じた電荷の輸送遅延に起因して残像が発生しやすいことが指摘されている。こ
の残像を消去するために、放射線検出器に向けて光（以下、消去光という）を照射するこ
とにより光導電層内部に光電荷を発生させ、光導電層に残留する残留電荷の消滅を促進さ
せることが行われている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、Ｘ線管から照射するＸ線撮影条件を設定する撮影条件設定手
段と、Ｘ線検出器に残像除去のためのバックライトを照射する光照射部と、光照射部から
照射するバックライトの電圧値を設定する電圧値設定手段と、撮影条件設定手段で設定さ
れる撮影条件に対応して求められた残像除去に最適なバックライト電圧値を格納した撮影
条件―電圧値相関テーブルとを備え、撮影条件に応じて、撮影条件―電圧値相関テーブル
から最適なバックライト電圧値を抽出し、電圧値設定手段におけるバックライト電圧値と
なるように置換し、バックライトを照射することが記載されている。
【０００５】
　また、特許文献２には、放射線源から照射された放射線により潜像が形成された輝尽性
蛍光体プレートに励起光を照射することによって輝尽光を放出させ、輝尽光に基づき画像
情報を読み取った後、輝尽性蛍光体プレートに消去光を照射することによって、残像を消
去する放射線画像撮影装置の制御方法において、同一の輝尽性蛍光体プレートで複数回の
撮影を行う場合、次の撮影において、輝尽性蛍光体プレートに対して照射される放射線の
量を予測して、消去光の照射時間を変更することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－１１５２６号公報
【特許文献２】特開２００２－２９６７１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　マンモグラフィ装置においては、放射線を複数の方向から照射することにより取得した
複数の投影画像を再構成して断層画像を生成するトモシンセシス撮影機能を搭載した装置
が知られている。トモシンセシス撮影においては、放射線の照射角度を順次切り替えなが
ら、複数の投影画像を連続的に撮影する。
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【０００８】
　トモシンセシス撮影において、残像消去のために複数回に亘る放射線の照射のタイミン
グに合わせて消去光の点灯および消灯を繰り返すと画像信号のオフセットが変動し、放射
線画像の濃度値が変動してしまうため好ましくない。消去光の点灯によって光導電層にお
いて光電荷が発生し、消去光の消灯で光電荷が自然消滅するが、光電荷の発生および消滅
は、消去光の点灯および消灯のタイミングに対して遅延する。従って、消去光の点灯およ
び消灯を短周期で繰り返すと光導電層内部の電荷が定常状態とはならず、画像信号のオフ
セットの変動をもたらす。
【０００９】
　一方、消去光を点灯させた状態で放射線画像の撮影を行うと放射線画像にムラが生じる
という問題がある。消去光を照射することによって光導電層内部に生じる光電荷は、放射
線検出器を構成する各層の層厚のゆらぎ等に起因して不均一となる。この光電荷の不均一
性が上記のムラの原因となる。１回の放射線の照射時間が比較的短い（例えば１００ｍｓ
ｅｃ程度）トモシンセシス撮影においては、上記のムラが問題となりにくいが、１回の放
射線の照射時間がトモシンセシス撮影時の照射時間よりも長い（例えば１～６ｓｅｃ程度
）２Ｄ（二次元）撮影においては、上記のムラが顕著となる。
【００１０】
　本発明は、上記した点に鑑みてなされたものであり、放射線の照射時間が比較的短く且
つ連続的に放射線画像を撮影する撮影モードと、放射線の照射時間が比較的長い撮影モー
ドの両モードにおいて、従来よりも高画質の放射線画像を得ることができる、放射線画像
撮影装置、消去光源の制御方法およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の観点によれば、被写体に向けて放射線を照射する放射線源と、放射線源
から照射され被写体を透過した放射線に応じた電荷を発生させるセンサ部を有し、センサ
部において生成された電荷を読み出して放射線画像の画像データを生成する放射線検出器
と、センサ部に残留する電荷を消去するための消去光を放射線検出器に照射する消去光源
と、放射線検出器が、第１の照射時間で放射線源から照射された放射線に基づいて放射線
画像の画像データを生成する第１の撮影モードの場合には、少なくとも放射線の照射の開
始から放射線検出器による電荷の読み出しの終了までの間、消去光源を消灯状態とし、放
射線検出器が、第１の照射時間よりも照射時間の短い第２の照射時間で放射線源から複数
回照射された放射線に基づいて複数の放射線画像の画像データを生成する第２の撮影モー
ドの場合には、少なくとも最初の放射線の照射から最後の放射線の照射後の放射線検出器
による電荷の読み出しの終了までの間、消去光源を点灯状態とする制御部と、を含む放射
線画像撮影装置が提供される。
 
【００１２】
　本発明の第２の観点によれば、第２の撮影モードが、放射線源から複数の照射角度で被
写体に放射線を照射して複数の放射線画像を連続的に撮影するトモシンセシス撮影モード
である第１の観点による放射線画像撮影装置が提供される。
 
【００１３】
　本発明の第３の観点によれば、第２の撮影モードが、放射線源から所定の時間間隔で被
写体に放射線を照射して複数の放射線画像を連続的に撮影する動画撮影モードである第１
の観点による放射線画像撮影装置が提供される。
 
【００１４】
　本発明の第４の観点によれば、第１の撮影モードが、放射線源から所定の照射角度で被
写体に放射線を照射して放射線画像を撮影する２Ｄ撮影モードである第１乃至第３のいず
れかの観点による放射線画像撮影装置が提供される。
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【００１５】
　本発明の第５の観点によれば、制御部が、第１の撮影モードにおいて、放射線検出器に
よる電荷の読み出しの終了後に消去光源を点灯状態とする第１乃至第４のいずれかの観点
による放射線画像撮影装置が提供される。
【００１６】
　本発明の第６の観点によれば、制御部が第１の撮影モードにおいて、放射線の照射の開
始前から消去光源を消灯状態とする１乃至５のいずれかの観点による放射線画像撮影装置
が提供される。
【００１７】
　本発明の第７の観点によれば、制御部が、第２の撮影モードにおいて、最初の放射線の
照射の開始前から消去光源を点灯状態とする第１乃至第６のいずれかの観点による放射線
画像撮影装置が提供される。
【００１８】
　本発明の第８の観点によれば、第１の撮影モードによる撮影と第２の撮影モードによる
撮影とを連続して行う第１乃至第７のいずれかの観点による放射線画像撮影装置が提供さ
れる。
【００１９】
　本発明の第９の観点によれば、制御部が、第２の撮影モードによる撮影を行った後に第
１の撮影モードによる撮影を行う場合には、第２の撮影モードにおいて、放射線検出器に
よる最後の放射線の照射後の電荷の読み出しの終了時に消去光源を消灯状態とする第８の
観点による放射線画像撮影装置が提供される。
【００２０】
　本発明の第１０の観点によれば、制御部が、第１の撮影モードによる撮影を行った後に
第２の撮影モードによる撮影を行う場合には、第１の撮影モードにおいて、放射線検出器
による電荷の読み出しの終了時に消去光源を点灯状態とする第８の観点による放射線画像
撮影装置が提供される。
【００２１】
　本発明の第１１の観点によれば、第１の撮影モードによる撮影と第２の撮影モードによ
る撮影とを独立して行う第１乃至第７の観点による放射線画像撮影装置が提供される。
【００２２】
　本発明の第１２の観点によれば、コンピュータを、第１乃至第１１のいずれかの観点に
よる放射線画像撮影装置における制御部として機能させるためのプログラムが提供される
。
【００２３】
　本発明の第１３の観点によれば、被写体に向けて放射線を照射する放射線源と、放射線
源から照射され被写体を透過した放射線に応じた電荷を発生させるセンサ部を有し、セン
サ部において生成された電荷を読み出して放射線画像の画像データを生成する放射線検出
器と、センサ部に残留する電荷を消去するための消去光を放射線検出器に照射する消去光
源と、を含む放射線画像撮影装置における消去光源の制御方法であって、放射線検出器が
、第１の照射時間で放射線源から照射された放射線に基づいて放射線画像の画像データを
生成する第１の撮影モードの場合には、少なくとも放射線の照射の開始から放射線検出器
による電荷の読み出しの終了までの間、消去光源を消灯状態とし、放射線検出器が、第１
の照射時間よりも照射時間の短い第２の照射時間で放射線源から複数回照射された放射線
に基づいて複数の放射線画像の画像データを生成する第２の撮影モードの場合には、少な
くとも最初の放射線の照射から最後の放射線の照射後の放射線検出器による電荷の読み出
しの終了までの間、消去光源を点灯状態とする制御方法。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、放射線の照射時間が比較的短く且つ連続的に放射線画像を撮影する撮
影モードと、放射線の照射時間が比較的長い撮影モードの両モードにおいて、従来よりも
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高画質の放射線画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態に係るマンモグラフィ装置の構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係るマンモグラフィ装置の断面図である。
【図３】本発明の実施形態に係るマンモグラフィ装置におけるトモシンセシス撮影機能を
説明するための模式図である。
【図４】本発明の実施形態に係る放射線検出器の回路図である。
【図５】本発明の実施形態に係る放射線検出器の断面図である。
【図６】本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置のブロック図である。
【図７】本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置の各部の動作タイミングを示すタイ
ミングチャートである。
【図８】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【図９】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【図１０】本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置の各部の動作タイミングを示すタ
イミングチャートである。
【図１１】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフロー
チャートである
【図１２】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図１３】図１３（ａ）および図１３（ｂ）は、本発明の実施形態に係る放射線画像撮影
装置の各部の動作タイミングを示すタイミングチャートである。
【図１４】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図１５】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフロー
チャートである
【図１６】本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置の各部の動作タイミングを示すタ
イミングチャートである
【図１７】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図１８】本発明の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態に係るマンモグラフィ装置について図面を参照しつつ説明する
。なお、各図面において、同一の構成要素には同一の参照符号を付与している。
【００２７】
　［第１の実施形態］
　図１は、本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置１０の構成の一例を示す斜視図で
ある。図２は、本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置１０の左右方向の中心線に沿
った断面図である。なお、上下方向、左右方向、前後方向とは、被検者Ｐである患者から
見た方向である。マンモグラフィ装置である放射線画像撮影装置１０は、基台部１２と、
基台部１２に設けられたガイド部１３に沿って移動可能に設けられた回転軸１４と、回転
軸１４に取り付けられた可動アーム部１６とを備えている。可動アーム部１６は、回転軸
１４の移動により上下方向に移動可能に構成されるとともに、回転軸１４の回転により左
回り及び右回りに回転可能に構成されている。
【００２８】
　可動アーム部１６は、回転軸１４に固定された第１の回転部１８と、回転軸１４と切り
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離し可能に連結された第２の回転部２０とを備えている。第２の回転部２０は、第１の回
転部１８よりも被検者Ｐ側に配置されている。回転軸１４は、第１の回転部１８の回転中
心に固定されると共に、第２の回転部２０の回転中心に連結されている。回転軸１４と第
２の回転部２０とは、例えば、双方にギアが設けられ、第２の回転部２０は、ギアが噛み
合った状態で回転軸１４と連結され、ギアが噛み合っていない状態で回転軸１４から切り
離される。
【００２９】
　第１の回転部１８には、Ｌ字状をなす支持部２４の一端が固定されている。支持部２４
の他端には、被検者Ｐの乳房Ｍに対し放射線（Ｘ線）を照射する放射線照射部２８が設け
られている。放射線照射部２８は、Ｘ線管球を含む放射線源２６と、後述する主制御部５
０からの指示に基づく管電圧値、管電流値、照射時間にて放射線を照射するように放射線
源２６を駆動する放射線源駆動部２７（図６参照）と、を備えている。放射線源２６は、
回転軸１４の回転により第１の回転部１８とともに回転軸１４の周りに回転する。
【００３０】
　第２の回転部２０には、圧迫板４０を保持する第１の保持部３１が取り付けられている
。圧迫板４０は、第１の保持部３１に取り付けられた支持機構４２により、上下方向に移
動可能に支持されている。圧迫板４０が下降することで、被検者Ｐの乳房Ｍが圧迫されて
、撮影面３２Ａと圧迫板４０との間に固定される。
【００３１】
　第２の回転部２０には、撮影台３２を保持する第２の保持部３４が取り付けられている
。また、第２の保持部３４には、取っ手４６が設けられている。撮影台３２は、被検者Ｐ
の乳房Ｍに当接される撮影面３２Ａを有している。撮影台３２の内部には、放射線検出器
３６および消去光源３８が収納されている。
【００３２】
　放射線検出器３６は、放射線源２６から照射され、乳房Ｍを透過した放射線を検出して
放射線画像の画像データを生成する直接変換型のＦＰＤである。放射線検出器３６の詳細
な構成については後述する。
【００３３】
　消去光源３８は、放射線検出器３６に対して放射線の照射方向の後方に設けられ、後述
する消去光源駆動部３９（図６参照）からの駆動信号に応じて放射線検出器３６の光導電
部に残留する電荷を除去するための消去光を放射線検出器３６に照射する。消去光源３８
は、例えば、光放出面が放射線検出器３６の検出面に対して平行に配置された導光板と、
導光板の側面に設けられたＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の光源と、を含んで構成さ
れている。なお、消去光源は、ＬＥＤ等の複数の光源を２次元状に配置して構成されてい
てもよい。
【００３４】
　撮影台３２に収納された放射線検出器３６および消去光源３８は、回転軸１４と第２の
回転部２０とが連結された状態で、回転軸１４の回転により第２の回転部２０と共に回転
軸１４の周りに回転する。一方、回転軸１４と第２の回転部２０とが切り離された状態で
は、回転軸１４が回転しても第２の回転部２０は回転せず、撮影台３２、放射線検出器３
６及び消去光源３８も回転しない。即ち、放射線源２６は、放射線検出器３６および消去
光源３８とは、独立に回転可能とされている。
【００３５】
　本実施形態に係る放射線画像撮影装置１０は、上述した通り、放射線照射部２８及び放
射線源２６を、撮影台３２及び放射線検出器３６とは独立に移動できる可動アーム部１６
を備えている。従って、ＣＣ撮影（頭尾方向の撮影）、ＭＬＯ撮影（内外斜位方向の撮影
）、トモシンセシス撮影を含む、種々の撮影モードでの撮影が可能である。
【００３６】
　以下に、放射線画像撮影装置１０が有するトモシンセシス撮影機能について説明する。
図３は、放射線画像撮影装置１０におけるトモシンセシス撮影機能を説明するための模式
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図である。トモシンセシス撮影によれば、被写体である乳房Ｍに向けて複数の方向から放
射線を照射することによって取得された複数の投影画像を用いて乳房Ｍの断層画像を再構
成することができる。
【００３７】
　被検者Ｐの立位状態でのトモシンセシス撮影時には、撮影台３２の撮影面３２Ａが上方
を向いた状態に固定しつつ可動アーム部１６を回転軸１４の周りに回転させることにより
複数の照射角度で放射線源２６から放射線を照射する。
【００３８】
　可動アーム部１６が回転軸１４の周りに回転することにより、放射線源２６は、図３に
示すように、放射線検出器３６の上方において円弧を描くように移動する。例えば、正方
向の回転の場合には、放射線源２６は、角度－Ｘ°から角度＋Ｘ°まで所定の間隔で右周
りに回転する。なお、撮影台３２の撮影面３２Ａ（放射線検出器３６の検出面）に対して
直交する方向を照射角度０°と定義する。
【００３９】
　トモシンセシス撮影では、乳房Ｍを圧迫している状態で、可動アーム部１６を回転させ
ることにより、放射線検出器３６に対する放射線源２６の角度位置を移動させ、乳房Ｍに
対して複数の方向から放射線を照射して複数の投影画像を取得する。このようにして取得
された複数の投影画像を再構成することにより断層画像が生成される。
【００４０】
　次に、放射線検出器３６の構成について説明する。図４は、放射線検出器３６の回路図
である。放射線検出器３６は、放射線の照射によって電荷を発生させるセンサ部１００と
、センサ部１００において発生した電荷を蓄積するキャパシタ２１０と、キャパシタ２１
０に蓄積された電荷を読み出すためのスイッチ素子（例えばＴＦＴ２０２）とを各々が含
む、複数の画素２２０を有する。複数の画素２２０は、ガラス基板２３０上にマトリック
ス状に配置されている。センサ部１００の各々には、図示しない共通配線を介してバイア
ス電圧が印加されている。なお、放射線検出器３６の回路としては、スイッチ素子がＴＦ
Ｔ型の回路に限定されず、例えばＣＭＯＳ型を用いた回路でも構わない。
【００４１】
　ガラス基板２３０上には、画素２２０の配列に沿った一定方向（行方向）に伸長し、各
ＴＦＴ２０２をオンオフさせるためのゲート信号を各ＴＦＴ２０２に供給するための複数
のゲート線３１０が設けられている。またガラス基板２３０上には、ゲート線３１０の伸
長方向と交差する方向（列方向）に伸長し、オン状態のＴＦＴ２０２を介してキャパシタ
２１０に蓄積された電荷を信号処理部３４０に伝送するための複数の信号線３２０が設け
られている。画素２２０の各々は、ガラス基板２３０上において、ゲート線３１０と信号
線３２０との各交差部に対応して設けられている。
【００４２】
　ゲート線３１０の各々はゲート線ドライバ３３０に接続され、信号線３２０の各々は信
号処理部３４０に接続されている。ＴＦＴ２０２は、ゲート線ドライバ３３０からゲート
線３１０を介して供給されるゲート信号によりオン状態とされる。ＴＦＴ２０２がオン状
態とされることによりセンサ部１００で生成されてキャパシタ２１０に蓄積された電荷が
電気信号として各信号線３２０に読み出され、信号処理部３４０に伝送される。信号処理
部３４０は、各信号線３２０を介して供給される電気信号を処理することによって放射線
画像の画像データを生成する。
【００４３】
　ＦＰＤ制御部３５０は、放射線画像撮影装置１０全体の動作を統括的に制御する後述す
る主制御部５０からの制御信号に基づいて、ゲート線ドライバ３３０および信号処理部３
４０を制御する。ＦＰＤ制御部３５０は、ゲート線ドライバ３３０および信号処理部３４
０に制御信号を供給することによってゲート線ドライバ３３０から出力されるゲート信号
の出力タイミングを制御するとともに、信号処理部３４０における信号処理のタイミング
を制御する。
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【００４４】
　図５は、放射線検出器３６の１画素分の構成を示す断面図である。放射線検出器３６は
、ガラス基板２３０と、ガラス基板２３０上に形成されたＴＦＴ２０２およびキャパシタ
２１０を含む電荷読み出し部２００と、電荷読み出し部２００上に設けられたセンサ部１
００とを含む。
【００４５】
　ＴＦＴ２０２は、ゲート電極２０３、ゲート絶縁膜２０４、半導体層２０５、ソース電
極２０８およびドレイン電極２０６を含んで構成されている。ゲート電極２０３はゲート
線３１０（図４参照）に接続され、ソース電極２０８は信号線３２０（図４参照）に接続
され、ドレイン電極２０６はキャパシタ２１０の上部電極２１３に接続されている。キャ
パシタ２１０は、下部電極２１１、絶縁膜２１２および上部電極２１３を積層して構成さ
れている。絶縁膜２１２はゲート絶縁膜２０４と一体的に形成され、上部電極２１３はド
レイン電極２０６と一体的に形成されている。
【００４６】
　ＴＦＴ２０２およびキャパシタ２１０を含む電荷読み出し部２００上には、層間絶縁膜
２３２を介してセンサ部１００が設けられている。センサ部１００は、バイアス電極１０
１、電子輸送層１０２、光導電層１０３、正孔輸送層１０４および電荷収集電極１０５を
含んで構成されている。
【００４７】
　光導電層１０３は、Ｘ線が照射されることにより電荷を発生させる。光導電層１０３と
しては、例えば、暗抵抗が高く、Ｘ線に対して良好な電磁波導電性を示し、真空蒸着法に
より低温で大面積成膜が可能なアモルファスセレン（a-Se）を好適に用いることができる
。
【００４８】
　光導電層１０３上には、電子に対しては導電体でありながら正孔の注入を阻止する電子
輸送層１０２が設けられている。電子輸送層１０２としては、例えばＣｅＯ２、ＺｎＳ、
Ｓｂ２Ｓ３等を好適に用いることができる。
【００４９】
　電子輸送層１０２上には、光導電層１０３へバイアス電圧を印加するためのバイアス電
極１０１が設けられている。バイアス電極１０１には、例えば、金（Ａｕ）等を用いるこ
とが可能である。本実施形態において、バイアス電極１０１には正電圧が印加される。
【００５０】
　光導電層１０３の下方には、正孔に対しては導電体でありながら電子の注入を阻止する
正孔輸送層１０４が設けられている。正孔輸送層１０４としては、例えばＳｂ２Ｓ３、Ｃ
ｄＳ、ＴｅをドープしたＳｅ、ＣｄＴｅ等を好適に用いることができる。
【００５１】
　正孔輸送層１０４の下方には、画素毎に分割された電荷収集電極１０５が設けられてい
る。電荷収集電極１０５としては、ＩＴＯ（Indium-Tin-Oxide）や、ＩＺＯ（Indium-Zin
c-Oxide）等の光透過性を有する導電体を好適に用いることができる。電荷収集電極１０
５は、層間絶縁膜２３２に形成されたコンタクトホールを介してキャパシタ２１０の上部
電極２１３に接続されている。
【００５２】
　上記した直接変換型の構成を有する放射線検出器３６において、バイアス電極１０１を
介してバイアス電圧が印加された光導電層１０３にＸ線が入射すると、Ｘ線が光導電層１
０３内で吸収されて電子および正孔が生成される。生成された電子および正孔は光導電層
１０３内部に生じている電界に沿って輸送される。正孔は電界によって電荷収集電極１０
５に収集され、キャパシタ２１０に蓄積される。
【００５３】
　ゲート線ドライバ３３０からゲート線３１０を介して供給されるゲート信号によりＴＦ
Ｔ２０２がオン状態とされると、キャパシタ２１０に蓄積された電荷は各信号線３２０に
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読み出され、信号処理部３４０に伝送される。信号処理部３４０は、各信号線３２０を介
して供給される電気信号に基づいて放射線画像を生成する。
【００５４】
　図５には、放射線検出器３６とともに消去光源３８が示されている。消去光源３８は、
放射線検出器３６のガラス基板２３０側に配置されている。消去光源３８から照射された
消去光は、ガラス基板２３０、電荷読み出し部２００および層間絶縁膜２３２を介して光
導電層１０３に照射される。消去光が光導電層１０３に照射されることによって光導電層
１０３において光電荷が発生する。光電荷は、光導電層１０３内部に生じている電界に沿
って移動する際に光導電層１０３内部に残留する残留電荷を消滅させる。これにより、残
留電荷に起因する残像が消去される。
【００５５】
　図６は、放射線画像撮影装置１０の制御構成を示すブロック図である。放射線画像撮影
装置１０は、放射線源２６および放射線源駆動部２７を含む放射線照射部２８、放射線検
出器３６、消去光源３８、消去光源駆動部３９および操作パネル４８を備えている。また
、放射線画像撮影装置１０は、装置全体の動作を統括的に制御する主制御部５０と、撮影
時に回転軸１４、可動アーム部１６及び圧迫板４０等の可動部を駆動する可動部駆動機構
６０と、ＬＡＮ（Local Area Network）等のネットワークに接続され当該ネットワークに
接続された他の機器との間で各種情報を送受信する通信インターフェース部６２と、を備
えている。
【００５６】
　主制御部５０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）５０Ａ、ＲＯＭ（Read Only Mem
ory）５０Ｂ、ＲＡＭ（Random Access Memory）５０Ｃ、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等の
不揮発性の外部記憶装置５０Ｄを備えている。主制御部５０は、放射線照射部２８、放射
線検出器３６、消去光源駆動部３９、操作パネル４８、可動部駆動機構６０及び通信イン
ターフェース部６２の各々と接続されている。ＲＯＭ５０Ｂには、ＣＰＵ５０Ａが実行す
る各種プログラムや各種データ等が記憶されている。
【００５７】
　放射線源駆動部２７、放射線検出器３６、消去光源駆動部３９および可動部駆動機構６
０は、主制御部５０から供給される制御信号に基づいて動作する。すなわち、放射線源駆
動部２７は、主制御部５０から供給される制御信号に基づいて、所定の管電圧値、管電流
値および照射時間にて放射線を照射するように放射線源２６を駆動する。放射線検出器３
６のＦＰＤ制御部３５０は、主制御部５０から供給される制御信号に基づいてゲート線ド
ライバ３３０および信号処理部３４０を制御して、センサ部１００において生じた電荷の
蓄積および読み出しのタイミングを制御する。消去光源駆動部３９は、主制御部５０から
供給される制御信号に基づいて消去光源３８の点灯および消灯のタイミングを制御する。
可動部駆動機構６０は、主制御部５０から供給される制御信号に基づいて回転軸１４、可
動アーム部１６及び圧迫板４０等の可動部を駆動する。
【００５８】
　操作パネル４８はユーザの入力操作に応じて選択された撮影モードを示す情報などを主
制御部５０に通知する。なお、操作パネル４８は、放射線画像撮影装置１０の一部として
設けられていてもよく、放射線画像撮影装置１０とは別体の操作卓において放射線画像撮
影装置１０と通信可能に設けられていてもよい。
【００５９】
　以下に、本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置１０における放射線画像撮影時の
動作について説明する。以下の説明では、互いに異なる複数の照射角度で放射線を連続的
に照射して複数の放射線画像を取得するトモシンセシス撮影を行い、トモシンセシス撮影
の後、所定の照射角度で放射線を照射して放射線画像を取得する２Ｄ（二次元）撮影を行
う撮影シーケンスによって一連の放射線画像を取得する場合を例示する。
【００６０】
　図７は、初めにトモシンセシス撮影を行い、トモシンセシス撮影後に２Ｄ撮影を行う場
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合の放射線画像撮影装置１０の各部の動作タイミングを示すタイミングチャートである。
図７において、放射線源２６から照射される放射線の照射タイミング、放射線検出器３６
の動作モード、消去光源３８の点灯および消灯のタイミングが示されている。また、図７
上段の放射線の照射タイミングを示すチャートにおいてハイレベルは放射線の照射に対応
し、ローレベルは放射線の非照射に対応する。図７下段の消去光源の点灯および消灯のタ
イミングを示すチャートにおいてハイレベルは消去光の点灯に対応し、ローレベルは消去
光の消灯に対応する（図１０、図１３および図１６において同じ）。
【００６１】
　トモシンセシス撮影において最初の放射線の照射（第１ショット）が開始される前の期
間において、放射線検出器３６は各画素２２０のリセットを行う。リセットとは、暗電流
によって放射線検出器３６のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を、ＴＦＴ２０２をオン
させることによって信号線３２０に排出する処理をいう。リセットモードにおいて、放射
線検出器３６は、ゲート線ドライバ３３０から各ゲート線３１０に順次ゲート信号を出力
して各ゲート線３１０に接続されたＴＦＴ２０２を順次オン状態とすることによってキャ
パシタ２１０に蓄積された電荷を排出する。放射線検出器３６は、第１ショットの開始前
にリセットモードを停止させる。
【００６２】
　また、第１ショットが開始される前のタイミングで、消去光源３８は点灯状態に移行す
る。本実施形態において、消去光源３８の点灯が開始されてから第１ショットが開始され
るまでの期間ｔ１として１ｓｅｃ以上の時間が確保されている。消去光源３８は、トモシ
ンセシス撮影期間中（最終ショットにおける電荷の読み出しの終了まで）、点灯状態を維
持する。
【００６３】
　第１ショットが行われるタイミングで、放射線検出器３６は、放射線の照射に伴ってセ
ンサ部１００で発生した電荷を各画素２２０のキャパシタ２１０に蓄積する蓄積モードに
移行する。蓄積モードにおいて、放射線検出器３６は、各画素２２０のＴＦＴ２０２をオ
フ状態とする。なお、本実施形態において、トモシンセシス撮影における放射線の１回の
照射時間（放射線検出器３６における電荷蓄積時間）は１００ｍｓｅｃ程度である。放射
線の照射時間は被写体に応じて適宜設定することが可能である。
【００６４】
　放射線の第１ショットが終了するタイミングで、放射線検出器３６は、各画素２２０の
キャパシタ２１０に蓄積された電荷の読み出しを行う読み出しモードに移行する。読み出
しモードにおいて、放射線検出器３６は、ゲート線ドライバ３３０から各ゲート線３１０
に順次ゲート信号を出力して各ゲート線３１０に接続されたＴＦＴ２０２を順次オン状態
とする。これにより、キャパシタ２１０に蓄積された電荷が信号線３２０に読み出される
。読み出された電荷は、信号処理部３４０に供給され、当該照射角度に対応する放射線画
像の画像データが生成される。
【００６５】
　第１ショット後の電荷の読み出しが完了すると、第１ショットとは異なる照射角度で、
放射線の２回目の照射（第２ショット）が行われる。放射線検出器３６は、第１ショット
の場合と同様、放射線の照射開始のタイミングで蓄積モードに移行し、放射線の照射終了
のタイミングで読み出しモードに移行する。その後、放射線の照射角度を順次変化させな
がら、複数回に亘り放射線の照射が行われ、放射線検出器３６は放射線の照射タイミング
に合わせて電荷の蓄積と読み出しを繰り返す。
【００６６】
　トモシンセシス撮影における最後の放射線の照射（最終ショット）が行われ、最終ショ
ット後の電荷の読み出しが完了するタイミングで消去光源３８は消灯状態に移行する。す
なわち、消去光源３８は、第１ショットの開始前から最終ショット後の電荷の読み出しが
終了するまでの期間に亘り点灯状態を維持する。これにより、各ショットにおいてセンサ
部１００に生じる残留電荷の消滅が促進され、各ショットにおける残像が消去される。
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【００６７】
　トモシンセシス撮影が終了すると、放射線検出器３６は、リセットモードに移行し、各
ゲート線３１０に接続されたＴＦＴ２０２を順次オン状態とすることによってキャパシタ
２１０に蓄積された電荷を排出する。なお、本実施形態では、トモシンセシス撮影におけ
る最終ショット後の電荷の読み出しが完了するタイミングで消去光源３８を消灯状態に移
行する場合を例示しているが、トモシンセシス撮影終了後のリセット期間中に消去光源３
８を消灯状態に移行してもよい。
【００６８】
　放射線検出器３６において各画素２２０のリセットが完了すると２Ｄ撮影に移行する。
放射線検出器３６は、２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われるタイミングで蓄積モード
に移行する。本実施形態において、トモシンセシス撮影の終了に伴って消去光源３８が消
灯状態に移行してから２Ｄ撮影のための放射線の照射が開始されるまでの期間ｔ２として
１ｓｅｃ以上の時間が確保されている。本実施形態において、２Ｄ撮影における放射線の
１回の照射時間（放射線検出器３６における電荷蓄積時間）は、トモシンセシス撮影時に
おける照射時間よりも長く、１～６ｓｅｃ程度である。放射線の照射時間は、被写体に応
じて適宜設定することが可能である。放射線検出器３６が２Ｄ撮影のための電荷の蓄積を
行っている間、消去光源３８は消灯状態を維持する。
【００６９】
　２Ｄ撮影のための放射線の照射が終了するタイミングで、放射線検出器３６は読み出し
モードに移行する。これにより２Ｄ撮影による放射線画像の画像データが生成される。
放射線検出器３６が電荷の読み出しを行っている間、消去光源３８は消灯状態を維持する
。
【００７０】
　放射線検出器３６は、電荷の読み出しが完了するとリセットモードに移行し、各ゲート
線３１０に接続されたＴＦＴ２０２を順次オン状態とすることによってキャパシタ２１０
に蓄積された電荷を排出する。また、電荷の読み出しが完了するタイミングで消去光源３
８は点灯状態に移行する。消去光源３８は、２Ｄ撮影による残像を消去するために十分な
期間ｔ３（例えば５ｓｅｃ）に亘り点灯状態を維持し、その後消灯状態となる。
【００７１】
　このように、本実施形態に係る放射線画像撮影装置１０においては、トモシンセシス撮
影モードにおいて放射線の照射角度を切り替えながら複数の放射線画像を連続的に取得し
ている間、消去光源３８は点灯状態を維持する。これにより、各放射線画像の撮影におい
て生じる残像を消去することができる。トモシンセシス撮影では、放射線の１回の照射時
間が１００ｍｓｅｃ程度と２Ｄ撮影の場合（１～６ｓｅｃ程度）よりも大幅に短いので、
消去光を照射した状態で撮影を行っても画像にムラが生じにくい。
【００７２】
　また、複数回に亘る放射線の照射のタイミングに合わせて消去光の点灯および消灯を切
り替えることはしないので、放射線検出器３６におけるオフセット変動を防止することが
できる。
【００７３】
　また、トモシンセシス撮影の開始前に消去光源３８が点灯状態に移行するので、トモシ
ンセシス撮影の開始時点において、放射線検出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状
態とすることができる。消去光源３８が点灯状態または消灯状態に移行してから光導電層
１０３内における電荷が定常状態となるまでには、ある程度の時間を要する。本実施形態
においては、消去光源３８が点灯状態となってから第１ショットが行われまでの期間ｔ１

として１ｓｅｃ以上の時間が確保されているので、蓄積モード移行時において放射線検出
器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状態とすることができる。これにより、オフセッ
ト変動をさらに効果的に防止することができる。なお、トモシンセシス撮影の開始前に消
去光源３８を点灯状態に移行すればオフセット変動の抑制の効果が生じるので、期間ｔ１

として１ｓｅｃよりも短い期間または長い期間を設定してもよい。
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【００７４】
　一方、２Ｄ撮影では、放射線の照射時間が１～６ｓｅｃ程度と比較的長く、２Ｄ撮影中
に消去光を放射線検出器３６に照射すると画像にムラが発生するおそれがある。本実施形
態に係る放射線画像撮影装置１０においては、２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われ、
放射線検出器３６において電荷の蓄積および読み出しを行っている間、消去光源３８は消
灯状態を維持するので、２Ｄ撮影によって取得される放射線画像においてムラの発生を防
止することができる。
【００７５】
　また、２Ｄ撮影が開始される前に消去光源３８が消灯状態に移行するので、２Ｄ撮影の
開始時点において、放射線検出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状態とすることが
できる。本実施形態においては、トモシンセシス撮影の終了後、消去光源３８が消灯状態
に移行してから２Ｄ撮影が開始されるまでの期間ｔ２として１ｓｅｃ以上の時間が確保さ
れている。これにより、２Ｄ撮影における蓄積モード移行時に放射線検出器３６のセンサ
部１００内の電荷を定常状態とすることができ、２Ｄ撮影においてオフセット変動を防止
することができる。なお、２Ｄ撮影の開始前に消去光源３８を消灯状態に移行すればオフ
セット変動の抑制の効果が生じるので、期間ｔ２として１ｓｅｃよりも短い期間または長
い期間を設定してもよく、トモシンセシス撮影モードから２Ｄ撮影モードへの移行期間等
を勘案して適宜変更することが可能である。本実施形態のように、トモシンセシス撮影に
おける最終ショット後の電荷の読み出しが完了した時点で消去光源３８を消灯状態に移行
することで、期間ｔ２を最大とすることができる。
【００７６】
　また、２Ｄ撮影における電荷の読み出しの終了後、消去光源３８が点灯状態となる期間
ｔ３として５ｓｅｃ程度の時間が確保されているので、確実に残像を消去することが可能
である。なお、期間ｔ３として残像を消去するのに十分な時間が確保されていればよく５
ｓｅｃよりも短い時間または長い時間を設定してもよい。また、２Ｄ撮影後にセンサ部１
００に残留する残留電荷を自然消滅させるのに十分な時間が確保されている場合には、２
Ｄ撮影後における消去光源３８の点灯を省略してもよい。
【００７７】
　図８および図９は、主制御部５０を構成するＣＰＵ５０Ａが実行する撮影制御プログラ
ムにおける処理の流れを示すフローチャートである。撮影制御プログラムは、ＲＯＭ５０
Ｂに格納されている。図８および図９に示すフローチャートは、図７に示すタイミングチ
ャートに対応するものである。なお、撮影制御プログラムの実行開始時点において、消去
光源３８は消灯状態であるものとする。
【００７８】
　ステップＳ１１においてＣＰＵ５０Ａは、撮影モード選択指示の受信待ちを行う。ユー
ザは、操作パネル４８を操作することによって、撮影モードの選択を行うことが可能であ
る。ここでは、複数の方向から放射線を連続的に照射して複数の放射線画像を取得するト
モシンセシス撮影の後に一方向のみから放射線を照射して単一の放射線画像を取得する２
Ｄ撮影を行う撮影モードが選択されたものとする。ＣＰＵ５０Ａは、撮影モードの選択指
示を操作パネル４８から受信すると処理をステップＳ１２に移行する。
【００７９】
　ステップＳ１２において撮影台に対する乳房Ｍのポジショニングが行われる。
【００８０】
　ステップＳ１３においてＣＰＵ５０Ａは、トモシンセシス撮影の開始の指示がなされた
か否かを判定する。ユーザが撮影ボタン（図示せず）を操作する等してトモシンセシス撮
影の開始を指示すると、処理はステップＳ１４に移行する。
【００８１】
　ステップＳ１４において、ＣＰＵ５０Ａは、可動部駆動機構６０に対して可動アーム部
１６の回転角度位置を初期位置に移動させる制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制
御信号を受信した可動部駆動機構６０は、例えば、可動アーム部１６を傾きの最も大きい
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回転角度位置（図３に示す－Ｘ°の位置）に移動させる。
【００８２】
　ステップＳ１５においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に対して消去光の点灯を
開始させる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部
３９は、消去光源３８に駆動信号を供給して消去光源３８を点灯状態とする。これにより
、放射線検出器３６に消去光が照射される。
【００８３】
　ステップＳ１６においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に放
射線の照射準備が完了した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０は、
ＣＵＰ５０Ａから放射線の照射準備が完了した旨の通知を受信すると、画素２２０の各々
のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードから蓄積モードに移行す
る。
【００８４】
　ステップＳ１７においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対してトモシンセシス
撮影のための放射線の照射を開始させる制御信号を供給する。ＣＵＰ５０Ａからの制御信
号を受信した放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線
源２６を駆動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。
なお、本ステップにおける放射線の照射時間は１００ｍｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透過
した放射線は、放射線検出器３６に照射される。放射線検出器３６は、放射線の照射タイ
ミングに合わせて蓄積モードおよび読み出しモードに移行し、乳房Ｍを透過して照射され
た放射線の線量分布に応じた放射線画像の画像データを生成し、生成した画像データをＣ
ＰＵ５０Ａに送信する。
【００８５】
　ステップＳ１８においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信待
ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ１９に移行す
る。ステップＳ１９において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装置５０
Ｄに記憶する。
【００８６】
　ステップＳ２０においてＣＰＵ５０Ａは、可動アーム部１６の回転角度位置が最終位置
（本実施形態では、＋Ｘ°の位置）にあるか否かを判定し、最終位置にないものと判定し
た場合には処理をステップＳ２１に移行し、最終位置にあるものと判定した場合には処理
をステップＳ２２に移行する。
【００８７】
　ステップＳ２１においてＣＰＵ５０Ａは、可動アーム部１６の回転角度位置を１段階だ
け正方向に移動させる制御信号を可動部駆動機構６０に送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制
御信号を受信した可動部駆動機構６０は、可動アーム部１６の回転角度位置を１段階だけ
正方向に移動させる。可動アーム部１６の移動が完了すると、ＣＰＵ５０Ａは、ステップ
Ｓ１７からステップＳ２１までの処理を繰り返し実行する。これにより、可動アーム部１
６が－Ｘ°から＋Ｘ°まで移動する間に複数回に亘り放射線の照射が行われ、可動アーム
部１６の各角度位置毎に画像データが取得され、取得された画像データの各々が外部記憶
装置５０Ｄに記憶される。
【００８８】
　ステップＳ２２においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光を消灯させる制
御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消去光
源３８を消灯状態とする。以上の各処理を経てトモシンセシス撮影が終了し、２Ｄ撮影に
移行する。
【００８９】
　ステップＳ２３においてＣＰＵ５０Ａは、可動部駆動機構６０に対して可動アーム部１
６の回転角度位置を２Ｄ撮影を行うための所定位置に移動させる制御信号を送信する。Ｃ
ＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した可動部駆動機構６０は、可動アーム部１６を２Ｄ撮
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影を行うための所定位置に移動させる。２Ｄ撮影における可動アーム部１６の角度位置と
して、放射線の照射方向が放射線検出器３６の検出面に対して直交する角度位置とするこ
とができる。なお、トモシンセシス撮影における最終ショット時の角度位置にて２Ｄ撮影
を行ってもよい。この場合、本ステップにおける処理を省略することができる。
【００９０】
　ステップＳ２４においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に２
Ｄ撮影のための放射線の照射準備が完了した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ
制御部３５０は、ＣＰＵ５０Ａから放射線の照射準備が完了した旨の通知を受信すると画
素２２０の各々のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードから蓄積
モードに移行する。
【００９１】
　ステップＳ２５においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対して２Ｄ撮影のため
の放射線の照射を開始させる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信し
た放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線源２６を駆
動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。なお、本ス
テップにおける放射線の照射時間は、トモシンセシス撮影時における照射時間よりも長く
、１～６ｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透過した放射線は、放射線検出器３６に照射される
。放射線検出器３６は、放射線の照射タイミングに合わせて蓄積モードおよび読み出しモ
ードに移行し、乳房Ｍを透過して照射された放射線の線量分布に応じた放射線画像の画像
データを生成し、生成した画像データをＣＰＵ５０Ａに送信する。
【００９２】
　ステップＳ２６においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信待
ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ２７に移行す
る。ステップＳ２７において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装置５０
Ｄに記憶する。
【００９３】
　ステップＳ２８においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に２
Ｄ撮影による放射線画像の画像データを適正に受信した旨の通知を行う。放射線検出器３
６のＦＰＤ制御部３５０は、ＣＰＵ５０Ａから画像データが適正に受信された旨の通知を
受信すると、画素２２０の各々のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセット
モードに移行する。
【００９４】
　ステップＳ２９においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光の点灯を開始さ
せる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は
消去光源３８に駆動信号を供給して消去光源３８を点灯状態とする。これにより、放射線
検出器３６に消去光が照射され、放射線検出器３６のセンサ部１００に残留する残留電荷
の消滅が促進され、残像が消去される。
【００９５】
　ステップＳ３０においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源３８が点灯状態に移行してから所定
時間（例えば５ｓｅｃ）が経過した否か判定し、所定時間が経過したと判定した場合には
処理をステップＳ３１に移行する。上記所定時間として、放射線検出器３６のセンサ部１
００に残留する電荷を消滅させるのに十分な時間を適宜設定することが可能である。
【００９６】
　ステップＳ３１においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光を消灯させる制
御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消去光
源３８を消灯状態とする。以上の各処理を経て本ルーチンが終了する。
【００９７】
　以上の説明から明らかなように、本発明の実施形態に係る放射線画像撮影装置１０は、
照射角度を変化させながら比較的短い照射時間に亘り放射線を連続的に照射して複数の放
射線画像を取得するトモシンセシス撮影を行う場合には、複数の放射線画像を取得する間
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、消去光源３８を継続して点灯させる。このように、複数の放射線画像の撮影タイミング
に合わせて消去光の点灯および消灯の切り替えを行うことなくトモシンセシス撮影の開始
から終了までの期間に亘り消去光の点灯を維持することで、放射線検出器３６におけるオ
フセット変動を防止することが可能となる。また、トモシンセシス撮影期間中に消去光の
点灯を維持することで、各放射線画像の撮影によって放射線検出器３６のセンサ部１００
における残留電荷の消滅を促進させることができ、残像の発生を抑制することができる。
トモシンセシス撮影においては、放射線の１回の照射時間は１００ｍｓｅｃ程度と比較的
短いので、放射線画像の撮影時（蓄積モード時および読み出しモード時）に消去光を点灯
させたとしても当該放射線画像において顕著なムラが発生することはなく、実質的に問題
となることはない。
【００９８】
　一方、放射線画像撮影装置１０は、トモシンセシス撮影時における照射時間よりも長い
時間に亘り所定の照射角度で放射線を照射して放射線画像を取得する２Ｄ撮影を行う場合
には、放射線画像を取得する間、消去光源３８を消灯させる。これにより、取得される放
射線画像においてムラの発生を防止することができる。消去光源３８は、２Ｄ撮影の終了
後（電荷の読み出し後）に点灯状態とされる。これにより、放射線検出器３６のセンサ部
１００における残留電荷の消滅が促進され、残像が消去される。
【００９９】
　このように、本発明の第１の実施形態に係る放射線画像撮影装置によれば、放射線の照
射時間が比較的短く且つ連続的に放射線画像を撮影するトモシンセシス撮影モードと、放
射線の照射時間が比較的長い２Ｄ撮影モードの両モードにおいて、従来よりも高画質の放
射線画像を得ることができる。
【０１００】
　［第２の実施形態］
　以下に、本発明の第２の実施形態について説明する。第１の実施形態では、互いに異な
る照射角度で放射線を連続的に照射して複数の放射線画像を取得するトモシンセシス撮影
を行い、トモシンセシス撮影の後に所定の照射角度で放射線を照射して放射線画像を取得
する２Ｄ撮影を行う撮影シーケンスによって一連の放射線画像を取得する場合を例示した
。これに対して、第２の実施形態に係る放射線画像撮影装置１０は、初めに２Ｄ撮影を行
い、２Ｄ撮影の後にトモシンセシス撮影を行う撮影シーケンスによって一連の放射線画像
を取得する。
【０１０１】
　図１０は、２Ｄ撮影後にトモシンセシス撮影を行う場合における放射線画像撮影装置１
０の各部の動作タイミングを示すタイミングチャートである。
【０１０２】
　２Ｄ撮影のための放射線の照射が開始される前の期間においては、放射線検出器３６は
、各画素２２０のリセットを行うリセットモードとなる。放射線検出器３６は、２Ｄ撮影
のための放射線の照射の開始前にリセットモードを停止させる。また、２Ｄ撮影のための
放射線の照射が開始される前の段階から消去光源３８は消灯状態とされる。
【０１０３】
　放射線検出器３６において各画素２２０のリセットが完了すると２Ｄ撮影が開始される
。２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われるタイミングで放射線検出器３６は、蓄積モー
ドに移行する。また、本実施形態において、２Ｄ撮影における放射線の１回の照射時間（
放射線検出器３６における電荷蓄積時間）は１～６ｓｅｃ程度である。蓄積期間中、消去
光源３８は消灯状態を維持する。
【０１０４】
　２Ｄ撮影のための放射線の照射が終了するタイミングで、放射線検出器３６は、読み出
しモードに移行する。読み出された電荷は、信号処理部３４０に供給され、２Ｄ撮影に基
づく放射線画像の画像データが生成される。２Ｄ撮影における電荷の読み出し期間中、消
去光源３８は消灯状態を維持する。
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【０１０５】
　放射線検出器３６は、電荷の読み出しが完了するとリセットモードに移行し、各ゲート
線３１０に接続されたＴＦＴ２０２を順次オン状態とすることによってキャパシタ２１０
に蓄積された電荷を排出する。また、電荷の読み出しが完了するタイミングで消去光源３
８は点灯状態に移行する。消去光源３８を点灯状態とすることで２Ｄ撮影による残像が消
去される。２Ｄ撮影による残像を確実に消去するとともに２Ｄ撮影に引き続いて実施され
るトモシンセシス撮影においてオフセット変動が生じないようにするために、トモシンセ
シス撮影に移行する前に、可能な限り長い時間に亘り消去光源３８を点灯させることが好
ましい。本実施形態において、消去光源３８の点灯が開始されてからトモシンセシス撮影
における最初の放射線の照射（第１ショット）が開始されるまでの期間ｔ４として１ｓｅ
ｃ以上の時間が確保されている。本実施形態では、２Ｄ撮影における電荷の読み出しが完
了した時点で消去光源３８を点灯状態に移行させることにより期間ｔ４を最大としている
。なお、２Ｄ撮影終了後のリセット期間中に消去光源３８を点灯状態に移行してもよい。
【０１０６】
　放射線検出器３６において各画素２２０のリセットが完了すると、トモシンセシス撮影
に移行する。トモシンセシス撮影において最初の放射線の照射（第１ショット）が行われ
るタイミングで放射線検出器３６は、蓄積モードに移行する。なお、本実施形態において
、トモシンセシス撮影における放射線の１回の照射時間は１００ｍｓｅｃ程度である。
【０１０７】
　第１ショットが終了するタイミングで、放射線検出器３６は、読み出しモードに移行す
る。読み出された電荷は、信号処理部３４０に供給され、当該照射角度に対応する放射線
画像の画像データが生成される。
【０１０８】
　第１ショット後の電荷の読み出しが完了すると、第１ショットとは異なる照射角度で、
放射線の２回目の照射（第２ショット）が行われる。放射線検出器３６は、第１ショット
の場合と同様、放射線の照射開始のタイミングで蓄積モードに移行し、放射線の照射終了
のタイミングで読み出しモードに移行する。その後、放射線の照射角度を順次変化させな
がら、複数回に亘り放射線の照射が行われ、放射線検出器３６は放射線の照射タイミング
に合わせて電荷の蓄積と読み出しを繰り返す。
【０１０９】
　放射線検出器３６は、最終ショット後の電荷の読み出しが完了するとリセットモードに
移行する。また、最終ショット後の電荷の読み出しの完了後、期間ｔ５が経過するタイミ
ングで消去光源３８は消灯状態に移行する。本実施形態において、期間ｔ５は、５ｓｅｃ
程度とされており、トモシンセシス撮影による残像を消去するために十分な期間が確保さ
れている。
【０１１０】
　このように、本実施形態に係る放射線画像撮影装置１０においては、第１の実施形態と
同様、トモシンセシス撮影において放射線の照射角度を切り替えながら複数の放射線画像
を取得している間、消去光源３８は点灯状態を維持する。これにより、各放射線画像の撮
影において生じる残像を消去することができる。トモシンセシス撮影では、放射線の１回
の照射時間が１００ｍｓｅｃ程度と２Ｄ撮影の場合（１～６ｓｅｃ程度）よりも大幅に短
いので、消去光を照射した状態で撮影を行っても画像にムラが生じにくい。
【０１１１】
　また、複数回に亘る放射線の照射のタイミングに合わせて消去光の点灯および消灯を切
り替えることはしないので、放射線検出器３６におけるオフセット変動を防止することが
できる。
【０１１２】
　また、トモシンセシス撮影の開始前に消去光源３８が点灯状態に移行するので、トモシ
ンセシス撮影の開始時点において、放射線検出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状
態とすることができる。消去光源３８が点灯状態または消灯状態に移行してから光導電層
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１０３内における電荷が定常状態となるまでには、ある程度の時間を要する。本実施形態
においては、消去光源３８が点灯状態となってからトモシンセシス撮影における第１ショ
ットが行われまでの期間ｔ４として１ｓｅｃ以上の時間が確保されているので、蓄積モー
ド移行時において放射線検出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状態とすることがで
き、オフセット変動をさらに効果的に防止することができる。なお、トモシンセシス撮影
の開始前に消去光源３８を点灯状態に移行すればオフセット変動の抑制の効果が生じるの
で、期間ｔ４として１ｓｅｃよりも短い期間または長い期間を設定することが可能であり
、２Ｄ撮影モードからトモシンセシス撮影モードへの移行期間等を勘案して適宜変更する
ことが可能である。本実施形態のように、２Ｄ撮影における電荷の読み出しが完了した時
点で消去光源３８を点灯状態に移行することで、期間ｔ４を最大とすることができる。
【０１１３】
　また、トモシンセシス撮影における最終ショット後の電荷の読み出しの終了後、消去光
源３８が消灯状態に移行するまでの期間ｔ５として５ｓｅｃ程度の時間が確保されている
ので、確実に残像を消去することが可能である。なお、期間ｔ５として残像を消去するの
に十分な時間が確保されていればよく５ｓｅｃよりも短い時間または長い時間を設定して
もよい。
【０１１４】
　一方、２Ｄ撮影では、放射線の照射時間が１～６ｓｅｃ程度と比較的長く、撮影期間中
に消去光を放射線検出器３６に照射すると画像にムラが発生するおそれがある。本実施形
態に係る放射線画像撮影装置１０においては、２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われ、
放射線検出器３６において電荷の蓄積および読み出しを行っている間、消去光源３８は消
灯状態を維持するので、取得される放射線画像においてムラの発生を防止することができ
る。
【０１１５】
　図１１および図１２は、主制御部５０を構成するＣＰＵ５０Ａが実行する第２の実施形
態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフローチャートである。撮影制御
プログラムは、ＲＯＭ５０Ｂに格納されている。図１１および図１２に示すフローチャー
トは、図１０に示すタイミングチャートに対応するものである。なお、撮影制御プログラ
ムの実行開始時点において、消去光源３８は消灯状態であるものとする。
【０１１６】
　ステップＳ４１においてＣＰＵ５０Ａは、撮影モード選択指示の受信待ちを行う。ユー
ザは、操作パネル４８を操作することによって、撮影モードの選択を行うことが可能であ
る。ここでは、一方向のみから放射線を照射して放射線画像を取得する２Ｄ撮影の後に複
数の方向から放射線を照射して複数の放射線画像を取得するトモシンセシス撮影を行う撮
影モードが選択されたものとする。ＣＰＵ５０Ａは、撮影モードの選択指示を操作パネル
４８から受信すると処理をステップＳ４２に移行する。
【０１１７】
　ステップＳ４２においてＣＰＵ５０Ａは、可動部駆動機構６０に対して可動アーム部１
６の回転角度位置を２Ｄ撮影を行うための所定位置に移動させる制御信号を送信する。Ｃ
ＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した可動部駆動機構６０は、例えば、放射線の照射方向
が放射線検出器３６の検出面に対して直交するように（すなわち照射角度０°となるよう
に）可動アーム部１６を移動させる。なお、２Ｄ撮影を行う場合の放射線の照射方向を、
トモシンセシス撮影における第１ショット時の照射方向と同一としてもよい。
【０１１８】
　ステップＳ４３において撮影台に対する乳房Ｍのポジショニングが行われる。
【０１１９】
　ステップＳ４４においてＣＰＵ５０Ａは、２Ｄ撮影の開始の指示がなされたか否かを判
定する。ユーザが撮影ボタン（図示せず）を操作する等して２Ｄ撮影の開始を指示すると
、処理はステップＳ４５に移行する。
【０１２０】
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　ステップＳ４５においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に放
射線の照射準備が完了した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０は、
放射線の照射準備が完了した旨の通知を受信すると、画素２２０の各々のキャパシタ２１
０に蓄積された電荷を除去するリセットモードから蓄積モードに移行する。
【０１２１】
　ステップＳ４６においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対して２Ｄ撮影のため
の放射線の照射を開始させる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信し
た放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線源２６を駆
動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。なお、本ス
テップにおける放射線の照射時間は１ｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透過した放射線は、放
射線検出器３６に照射される。放射線検出器３６は、放射線の照射タイミングに合わせて
蓄積モードおよび読み出しモードに移行し、乳房Ｍを透過して照射された放射線の線量分
布に応じた放射線画像の画像データを生成し、生成した画像データをＣＰＵ５０Ａに送信
する。
【０１２２】
　ステップＳ４７においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信待
ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ４８に移行す
る。ステップＳ４８において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装置５０
Ｄに記憶する。
【０１２３】
　ステップＳ４９においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に２
Ｄ撮影おける画像データを適正に受信した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制
御部３５０は、画像データがＣＰＵ５０Ａにおいて適正に受信された旨の通知を受信する
と、画素２２０の各々のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードに
移行する。以上の各処理を経て２Ｄ撮影が終了し、トモシンセシス撮影に移行する。
【０１２４】
　ステップＳ５０においてＣＵＰ５０は、消去光源駆動部３９に消去光の点灯を開始させ
る制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消
去光源３８に駆動信号を供給することにより消去光源３８を点灯状態とする。これにより
、放射線検出器３６に消去光が照射され、放射線検出器３６のセンサ部１００に残留する
残留電荷の消滅が促進され、残像が消去される。
【０１２５】
　ステップＳ５１においてＣＰＵ５０Ａは、可動部駆動機構６０に対して可動アーム部１
６の回転角度位置を初期位置に移動させる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御
信号を受信した可動部駆動機構６０は、例えば、可動アーム部１６を傾きの最も大きい回
転角度位置（図３に示す－Ｘ°の位置）に移動させる。なお、２Ｄ撮影を行う場合の可動
アーム部１６の角度位置が、トモシンセシス撮影における第１ショット時の角度位置と同
一である場合には、本ステップにおける処理を省略することができる。撮影準備が完了す
ると、放射線検出器３６はリセットモードから蓄積モードに移行する。
【０１２６】
　ステップＳ５２においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対してトモシンセシス
撮影のための放射線の照射を開始させる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信
号を受信した放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線
源２６を駆動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。
なお、本ステップにおける放射線の照射時間は１００ｍｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透過
した放射線は、放射線検出器３６に照射される。放射線検出器３６は、放射線の照射タイ
ミングに合わせて蓄積モードおよび読み出しモードに移行し、乳房Ｍを透過して照射され
た放射線の線量分布に応じた放射線画像の画像データを生成し、生成した画像データをＣ
ＰＵ５０Ａに送信する。
【０１２７】
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　ステップＳ５３においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信待
ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ５４に移行す
る。ステップＳ５４において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装置５０
Ｄに記憶する。
【０１２８】
　ステップＳ５５においてＣＰＵ５０Ａは、可動アーム部１６の回転角度位置が最終位置
（本実施形態では、＋Ｘ°の位置）にあるか否かを判定し、最終位置にないものと判定し
た場合には処理をステップＳ５６に移行し、最終位置にあるものと判定した場合には処理
をステップＳ５７に移行する。
【０１２９】
　ステップＳ５６においてＣＰＵ５０Ａは、可動アーム部１６の回転角度位置を１段階だ
け正方向に移動させる制御信号を可動部駆動機構６０に送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制
御信号を受信した可動部駆動機構６０は、可動アーム部１６の回転角度位置を１段階だけ
正方向に移動させる。可動アーム部１６の移動が完了すると、ＣＰＵ５０Ａは、ステップ
Ｓ５２からステップＳ５６までの処理を繰り返し実行する。これにより、可動アーム部１
６が－Ｘ°から＋Ｘ°まで移動する間に複数回に亘り放射線の照射が行われ、可動アーム
部１６の各角度位置毎に画像データが取得され、取得された画像データの各々が外部記憶
装置５０Ｄに記憶される。
【０１３０】
　ステップＳ５７においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０にト
モシンセシス撮影における全ての画像データを適正に受信した旨の通知を行う。放射線検
出器３６のＦＰＤ制御部３５０は、かかる通知を受信すると画素２２０の各々をリセット
し、キャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去する。
【０１３１】
　ステップＳ５８においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光を消灯させる制
御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消去光
源３８を消灯状態とする。以上の各処理を経て本ルーチンが終了する。
【０１３２】
　このように、本発明の第２の実施形態に係る放射線画像撮影装置によれば、第１の実施
形態と同様、放射線の照射時間が比較的短く且つ連続的に複数の放射線画像を撮影するト
モシンセシス撮影モードにおいて複数の放射線画像を取得する間、消去光源３８を継続し
て点灯させ、放射線の照射時間が比較的長い２Ｄ撮影モードにおいて放射線画像を取得す
る間、消去光源３８を消灯させる。従って、トモシンセシス撮影モードと２Ｄ撮影モード
の両モードにおいて、従来よりも高画質の放射線画像を得ることができる。
【０１３３】
　［第３の実施形態］
　以下に、本発明の第３の実施形態について説明する。第１および第２の実施形態では、
トモシンセシス撮影と２Ｄ撮影とを連続して行う場合を例示した。これに対して第３の実
施形態に係る放射線画像撮影装置１０は、トモシンセシス撮影および２Ｄ撮影をそれぞれ
単独で行う。
【０１３４】
　図１３（ａ）は、２Ｄ撮影を単独で行う場合の放射線画像撮影装置１０の各部の動作タ
イミングを示すタイミングチャートである。図１３（ｂ）は、トモシンセシス撮影を単独
で行う場合の放射線画像撮影装置１０の各部の動作タイミングを示すタイミングチャート
である。
【０１３５】
　２Ｄ撮影のための放射線の照射が開始される前の期間において、放射線検出器３６は、
各画素２２０のリセットを行うリセットモードとなる。放射線検出器３６は、２Ｄ撮影の
ための放射線の照射の開始前にリセットモードを停止させる。また、２Ｄ撮影のための放
射線の照射が開始される前の段階から消去光源３８は消灯状態とされる。



(21) JP 5952247 B2 2016.7.13

10

20

30

40

50

【０１３６】
　放射線検出器３６において各画素２２０のリセットが完了すると２Ｄ撮影が開始される
。２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われるタイミングで放射線検出器３６は、蓄積モー
ドに移行する。また、本実施形態において、２Ｄ撮影における放射線の１回の照射時間（
放射線検出器３６における電荷蓄積時間）は１～６ｓｅｃ程度である。蓄積期間中、消去
光源３８は消灯状態を維持する。
【０１３７】
　２Ｄ撮影のための放射線の照射が終了するタイミングで、放射線検出器３６は読み出し
モードに移行する。読み出された電荷は、信号処理部３４０に供給され、２Ｄ撮影に基づ
く放射線画像の画像データが生成される。２Ｄ撮影における電荷の読み出し期間中、消去
光源３８は消灯状態を維持する。
【０１３８】
　放射線検出器３６は、電荷の読み出しが完了するとリセットモードに移行し、各ゲート
線３１０に接続されたＴＦＴ２０２を順次オン状態とすることによってキャパシタ２１０
に蓄積された電荷を排出する。また、電荷の読み出しが完了するタイミングで消去光源３
８は点灯状態に移行する。本実施形態において、消去光源３８の点灯期間ｔ６は、５ｓｅ
ｃとされており、２Ｄ撮影による残像の消去に十分な時間が確保されている。
【０１３９】
　次に、トモシンセシス撮影を単独で行う場合について図１３（ｂ）を参照しつつ説明す
る。
【０１４０】
　トモシンセシス撮影において最初の放射線の照射（第１ショット）の開始前に、放射線
検出器３６は各画素２２０のリセットを行うリセットモードを停止させる。
【０１４１】
　また、最初の放射線の照射（第１ショット）が開始される前のタイミングで、消去光源
３８は点灯状態に移行する。本実施形態において、消去光源３８の点灯が開始されてから
第１ショットが開始されるまでの期間ｔ７として１ｓｅｃ以上の時間が確保されている。
消去光源３８は、トモシンセシス撮影期間中、点灯状態を維持する。
【０１４２】
　第１ショットが行われるタイミングで、放射線検出器３６は、蓄積モードに移行する。
なお、本実施形態において、トモシンセシス撮影における放射線の１回の照射時間（放射
線検出器３６における電荷蓄積時間）は１００ｍｓｅｃ程度である。
【０１４３】
　第１ショットが終了するタイミングで、放射線検出器３６は読み出しモードに移行し、
当該照射角度に対応する放射線画像の画像データが生成される。
【０１４４】
　第１ショット後の電荷の読み出しが完了すると、第１ショットとは異なる照射角度で、
放射線の２回目の照射（第２ショット）が行われる。放射線検出器３６は、第１ショット
の場合と同様、放射線の照射開始のタイミングで蓄積モードに移行し、放射線の照射終了
のタイミングで読み出しモードに移行する。その後、放射線の照射角度を順次変化させな
がら、複数回に亘り放射線の照射が行われ、放射線検出器３６は放射線の照射タイミング
に合わせて電荷の蓄積と読み出しを繰り返す。
【０１４５】
　放射線検出器３６は、最終ショット後の電荷の読み出しが完了すると、リセットモード
に移行する。また、最終ショット後の電荷の読み出しの終了後、期間ｔ８が経過するタイ
ミングで消去光源３８は消灯状態に移行する。本実施形態において、期間ｔ８は、５ｓｅ
ｃ程度とされており、トモシンセシス撮影による残像を消去するために十分な期間が確保
されている。
【０１４６】
　このように、本実施形態に係る放射線画像撮影装置１０においては、第１および第２の
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実施形態と同様、トモシンセシス撮影において放射線の照射角度を切り替えながら複数の
放射線画像を取得している間、消去光源３８は点灯状態を維持する。これにより、各放射
線画像の撮影において生じる残像を消去することができる。トモシンセシス撮影では、放
射線の１回の照射時間が１００ｍｓｅｃ程度と２Ｄ撮影の場合（１～６ｓｅｃ程度）より
も大幅に短いので、消去光を照射した状態で撮影を行っても画像にムラが生じにくい。
【０１４７】
　また、複数回に亘る放射線の照射のタイミングに合わせて消去光の点灯および消灯を切
り替えることはしないので、放射線検出器３６におけるオフセット変動を防止することが
できる。
【０１４８】
　また、トモシンセシス撮影の開始前に消去光源３８が点灯状態に移行するので、トモシ
ンセシス撮影の開始時点において、放射線検出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状
態とすることができる。本実施形態においては、消去光源３８が点灯状態となってから第
１ショットが行われまでの期間ｔ７として１ｓｅｃ以上の時間が確保されているので、蓄
積モード移行時において放射線検出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状態とするこ
とができ、オフセット変動をさらに効果的に防止することができる。なお、トモシンセシ
ス撮影の開始前に消去光源３８を点灯状態に移行すればオフセット変動の抑制の効果が生
じるので、期間ｔ７として１ｓｅｃよりも短い期間または長い期間を設定することが可能
である。
【０１４９】
　また、トモシンセシス撮影における最終ショット後の電荷の読み出しの終了後、消去光
源３８が消灯状態に移行するまでの期間ｔ８として５ｓｅｃ程度の時間が確保されている
ので、確実に残像を消去することが可能である。なお、期間ｔ８として残像を消去するの
に十分な時間が確保されていればよく、５ｓｅｃよりも短い時間または長い時間を設定し
てもよい。
【０１５０】
　一方、２Ｄ撮影では、放射線の照射時間が１～６ｓｅｃ程度と比較的長く、撮影期間中
に消去光を放射線検出器３６に照射すると画像にムラが発生するおそれがある。本実施形
態に係る放射線画像撮影装置１０においては、２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われ、
放射線検出器３６において電荷の蓄積および読み出しを行っている間、消去光源３８は消
灯状態を維持するので、ムラの発生を防止することができる。
【０１５１】
　図１４は、主制御部５０を構成するＣＰＵ５０Ａが２Ｄ撮影を単独で行う場合に実行す
る第３の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフローチャートで
あり、図１３（ａ）に示すタイミングチャートに対応する。この撮影制御プログラムは、
ＲＯＭ５０Ｂに格納されている。なお、撮影制御プログラムの実行開始時点において、消
去光源３８は消灯状態であるものとする。
【０１５２】
　ステップＳ６１においてＣＰＵ５０Ａは、撮影モード選択指示の受信待ちを行う。ユー
ザは、操作パネル４８を操作することによって、撮影モードの選択を行うことが可能であ
る。ここでは、一方向のみから放射線を照射して放射線画像を取得する２Ｄ撮影を単独で
行う撮影モードが選択されたものとする。ＣＰＵ５０Ａは、撮影モードの選択指示を操作
パネル４８から受信すると処理をステップＳ６２に移行する。
【０１５３】
　ステップＳ６２においてＣＰＵ５０Ａは、可動部駆動機構６０に対して可動アーム部１
６の回転角度位置を、２Ｄ撮影を行うための所定位置に移動させる制御信号を送信する。
ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した可動部駆動機構６０は、例えば、放射線の照射方
向が放射線検出器３６の検出面に対して直交するように（すなわち照射角度０°となるよ
うに）可動アーム部１６を移動させる。
【０１５４】
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　ステップＳ６３において撮影台に対する乳房Ｍのポジショニングが行われる。
【０１５５】
　ステップＳ６４においてＣＰＵ５０Ａは、２Ｄ撮影の開始の指示がなされたか否かを判
定する。ユーザが撮影ボタン（図示せず）を操作する等して２Ｄ撮影の開始を指示すると
、処理はステップＳ６５に移行する。
【０１５６】
　ステップＳ６５においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に放
射線の照射準備が完了した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０は、
ＣＰＵ５０Ａから放射線の照射準備が完了した旨の通知を受信すると、画素２２０の各々
のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードから蓄積モードに移行す
る。
【０１５７】
　ステップＳ６６においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対して２Ｄ撮影のため
の放射線の照射を開始させる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信し
た放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線源２６を駆
動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。なお、本ス
テップにおける放射線の照射時間は１ｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透過した放射線は、放
射線検出器３６に照射される。放射線検出器３６は、放射線の照射タイミングに合わせて
蓄積モードおよび読み出しモードに移行し、乳房Ｍを透過して照射された放射線の線量分
布に応じた放射線画像を生成し、当該放射線画像を示す画像データをＣＰＵ５０Ａに送信
する。
【０１５８】
　ステップＳ６７においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信待
ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ６８に移行す
る。ステップＳ６８において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装置５０
Ｄに記憶する。
【０１５９】
　ステップＳ６９においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に２
Ｄ撮影おける画像データを適正に受信した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制
御部３５０は、ＣＰＵ５０Ａにおいて画像データが適正に受信された旨の通知を受信する
と、画素２２０の各々のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードに
移行する。
【０１６０】
　ステップＳ７０においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光の点灯を開始さ
せる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は
消去光源３８に駆動信号を供給して消去光源３８を点灯状態とする。これにより、放射線
検出器３６に消去光が照射され、放射線検出器３６のセンサ部１００に残留する残留電荷
の消滅が促進され、残像が消去される。
【０１６１】
　ステップＳ７１においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源３８が点灯状態に移行してから所定
時間（例えば５ｓｅｃ）が経過した否か判定し、所定時間が経過したと判定した場合には
処理をステップＳ７２に移行する。上記所定時間として、放射線検出器３６のセンサ部１
００に残留する電荷を消滅させるのに十分な時間を適宜設定することが可能である。
【０１６２】
　ステップＳ７２においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光を消灯させる制
御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消去光
源３８を消灯状態とする。以上の各処理を経て本ルーチンが終了する。
【０１６３】
　図１５は、主制御部５０を構成するＣＰＵ５０Ａがトモシンセシス撮影を単独で行う場
合に実行する第３の実施形態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフロー
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チャートであり、図１３（ｂ）に示すタイミングチャートに対応する。この撮影制御プロ
グラムは、ＲＯＭ５０Ｂに格納されている。なお、撮影制御プログラムの実行開始時点に
おいて、消去光源３８は消灯状態であるものとする。
【０１６４】
　ステップＳ８１においてＣＰＵ５０Ａは、撮影モード選択指示の受信待ちを行う。ユー
ザは、操作パネル４８を操作することによって撮影モードの選択を行うことが可能である
。ここでは、複数の方向から放射線を連続的に照射して複数の放射線画像を取得するトモ
シンセシス撮影を単独で行う撮影モードが選択されたものとする。ＣＰＵ５０Ａは、撮影
モードの選択指示を操作パネル４８から受信すると処理をステップＳ８２に移行する。
【０１６５】
　ステップＳ８２において撮影台に対する乳房Ｍのポジショニングが行われる。
【０１６６】
　ステップＳ８３においてＣＰＵ５０Ａは、トモシンセシス撮影の開始の指示がなされた
か否かを判定する。ユーザが撮影ボタン（図示せず）を操作する等してトモシンセシス撮
影の開始を指示すると、処理はステップＳ８４に移行する。
【０１６７】
　ステップＳ８４において、ＣＰＵ５０Ａは、可動部駆動機構６０に対して可動アーム部
１６の回転角度位置を初期位置に移動させる制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制
御信号を受信した可動部駆動機構６０は、例えば、可動アーム部１６を傾きの最も大きい
回転角度位置（図３に示す－Ｘ°の位置）に移動させる。
【０１６８】
　ステップＳ８５においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光の点灯を開始さ
せる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は
、消去光源３８に駆動信号を供給して消去光源３８を点灯状態とする。これにより、放射
線検出器３６に消去光が照射される。
【０１６９】
　ステップＳ８６においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に放
射線の照射準備が完了した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０は、
ＣＰＵ５０Ａから放射線の照射準備が完了した旨の通知を受信すると、画素２２０の各々
のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードから蓄積モードに移行す
る。
【０１７０】
　ステップＳ８７においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対してトモシンセシス
撮影のための放射線の照射を開始させる制御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信
号を受信した放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線
源２６を駆動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。
なお、本ステップにおける放射線の照射時間は、１００ｍｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透
過した放射線は、放射線検出器３６に照射される。放射線検出器３６は、放射線の照射タ
イミングに合わせて蓄積モードおよび読み出しモードに移行し、乳房Ｍを透過して照射さ
れた放射線の線量分布に応じた放射線画像を生成し、当該放射線画像を示す画像データを
ＣＰＵ５０Ａに送信する。
【０１７１】
　ステップＳ８８においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信待
ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ８９に移行す
る。ステップＳ８９において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装置５０
Ｄに記憶する。
【０１７２】
　ステップＳ９０においてＣＰＵ５０Ａは、可動アーム部１６の回転角度位置が最終位置
（本実施形態では、＋Ｘ°の位置）にあるか否かを判定し、最終位置にないものと判定し
た場合には処理をステップＳ９１に移行し、最終位置にあるものと判定した場合には処理
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をステップＳ９２に移行する。
【０１７３】
　ステップＳ９１においてＣＰＵ５０Ａは、可動アーム部１６の回転角度位置を１段階だ
け正方向に移動させる制御信号を可動部駆動機構６０に送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制
御信号を受信した可動部駆動機構６０は、可動アーム部１６の回転角度位置を１段階だけ
正方向に移動させる。可動アーム部１６の移動が完了すると、ＣＰＵ５０Ａは、ステップ
Ｓ８７からステップＳ９１までの処理を繰り返し実行する。これにより、可動アーム部１
６が－Ｘ°から＋Ｘ°まで移動する間に複数回に亘り放射線の照射が行われ、可動アーム
部１６の各角度位置毎に画像データが取得され、取得された画像データの各々が外部記憶
装置５０Ｄに記憶される。
【０１７４】
　ステップＳ９２においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光を消灯させる制
御信号を送信する。ＣＰＵ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消去光
源３８を消灯状態とする。以上の各処理を経て本ルーチンが終了する。
【０１７５】
　このように、本発明の第３の実施形態に係る放射線画像撮影装置によれば、第１および
第２の実施形態と同様、放射線の照射時間が比較的短く且つ連続的に複数の放射線画像を
撮影するトモシンセシス撮影モードにおいて複数の放射線画像を取得する間、消去光源３
８を継続して点灯させ、放射線の照射時間が比較的長い２Ｄ撮影モードにおいて放射線画
像を取得する間、消去光源３８を消灯させる。従って、トモシンセシス撮影モードと２Ｄ
撮影モードの両モードにおいて、従来よりも高画質の放射線画像を得ることができる。
【０１７６】
　［第４の実施形態］
　第１乃至第３の実施形態では、２Ｄ撮影時における放射線の照射時間よりも短い照射時
間で放射線を連続的に照射して複数の放射線画像を連続的に取得する撮影モードとしてト
モシンセシス撮影モードを例示した。第４の実施形態に係る放射線画像撮影装置１０は、
２Ｄ撮影時における放射線の照射時間よりも短い照射時間で放射線を連続的に照射して複
数の放射線画像を連続的に取得する撮影モードとして動画撮影（透視撮影）を行う。動画
撮影とは、被写体である乳房Ｍに、所定の方向から所定のフレームレートで放射線を複数
回に亘り連続的に照射することにより複数の放射線画像を連続的に生成する撮影をいう。
撮影された画像は、放射線画像撮影装置１０に接続された外部モニタ上にリアルタイムで
表示することが可能となっている。動画撮影時におけるフレームレートは例えば１０～２
０フレーム／ｓｅｃ程度であり、１回の放射線の照射時間は、２Ｄ撮影（静止画撮影）時
よりも短い数十ｍｓｅｃ程度である。
【０１７７】
　図１６は、動画撮影後に２Ｄ撮影（静止画撮影）を行う場合の放射線画像撮影装置１０
の各部の動作タイミングを示すタイミングチャートである。
【０１７８】
　動画撮影において最初の放射線の照射（第１ショット）が開始される前の期間において
、放射線検出器３６は、各画素２２０のリセットを行う。放射線検出器３６は、第１ショ
ットの開始前にリセットモードを停止させる。また、第１ショットが開始される前のタイ
ミングで、消去光源３８は点灯状態に移行する。本実施形態において、消去光源３８の点
灯が開始されてから第１ショットが開始されるまでの期間ｔ９として１ｓｅｃ以上の時間
が確保されている。消去光源３８は、動画撮影期間中、点灯状態を維持する。
【０１７９】
　第１ショットが行われるタイミングで、放射線検出器３６は、蓄積モードに移行する。
なお、本実施形態において、動画撮影における放射線の１回の照射時間（放射線検出器３
６における電荷蓄積時間）は５０ｍｓｅｃ程度である。
【０１８０】
　第１ショットが終了するタイミングで、放射線検出器３６は、読み出しモードに移行し
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、第１フレームに対応する放射線画像の画像データを生成する。
【０１８１】
　第１ショット後の電荷の読み出しが完了すると、放射線の２回目の照射（第２ショット
）が行われる。放射線検出器３６は、第１ショットの場合と同様、放射線の照射開始のタ
イミングで蓄積モードに移行し、放射線の照射終了のタイミングで読み出しモードに移行
して第２フレームに対応する放射線画像の画像データを生成する。その後、同様に複数回
に亘り放射線の照射が行われ、放射線検出器３６は放射線の照射タイミングに合わせて電
荷の蓄積と読み出しを繰り返す。
【０１８２】
　動画撮影における最後の放射線の照射（最終ショット）が行われ、最終ショット後の電
荷の読み出しが終了するタイミングで消去光源３８は消灯状態に移行する。すなわち、消
去光源３８は、第１ショットの開始前から最終ショット後の電荷の読み出しが終了するま
での期間に亘り点灯状態を維持する。これにより、各ショットにおいてセンサ部１００に
生じる残留電荷の消滅が促進され、各ショットにおける残像が消去される。
【０１８３】
　動画撮影が完了すると、放射線検出器３６はリセットモードに移行する。リセット期間
中、消去光源３８は消灯状態を維持する。
【０１８４】
　放射線検出器３６において各画素２２０のリセットが完了すると２Ｄ撮影（静止画撮影
）に移行する。放射線検出器３６は、２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われるタイミン
グで蓄積モードに移行する。本実施形態において、動画撮影の終了に伴って消去光源３８
が消灯状態に移行してから２Ｄ撮影のための放射線の照射が開始されるまでの期間ｔ１０

として１ｓｅｃ以上の時間が確保されている。また、本実施形態において、２Ｄ撮影にお
ける放射線の１回の照射時間（放射線検出器３６における電荷蓄積時間）は１～６ｓｅｃ
程度である。放射線検出器３６が２Ｄ撮影のための電荷の蓄積を行っている間、消去光源
３８は消灯状態を維持する。
【０１８５】
　２Ｄ撮影のための放射線の照射が終了するタイミングで、放射線検出器３６は読み出し
モードに移行する。これにより２Ｄ撮影による放射線画像の画像データが生成される。
放射線検出器３６が電荷の読み出しを行っている間、消去光源３８は消灯状態を維持する
。
【０１８６】
　放射線検出器３６は、電荷の読み出しが完了するとリセットモードに移行する。また、
電荷の読み出しが完了するタイミングで消去光源３８は点灯状態となる。消去光源３８は
、残像を消去するために十分な期間ｔ１１（例えば５ｓｅｃ）に亘り点灯状態を維持し、
その後消灯状態となる。
【０１８７】
　このように、本実施形態に係る放射線画像撮影装置１０においては、動画撮影において
複数の放射線画像を連続的に取得している間、消去光源３８は点灯状態を維持する。これ
により、各放射線画像の撮影において生じる残像を消去することができる。動画撮影では
、放射線の１回の照射時間が数十ｍｓｅｃ程度と２Ｄ撮影の場合（１～６ｓｅｃ程度）よ
りも大幅に短いので、消去光を照射した状態で撮影を行っても画像にムラが生じにくい。
【０１８８】
　また、複数回に亘る放射線の照射のタイミングに合わせて消去光の点灯および消灯を切
り替えることはしないので、放射線検出器３６におけるオフセット変動を防止することが
できる。また、消去光源３８が点灯状態となってから第１ショットが行われまでの期間ｔ

９として１ｓｅｃ以上の時間が確保されているので、蓄積モード移行時において放射線検
出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状態とすることができる。すなわち、消去光源
３８が点灯状態または消灯状態となった後、光導電層１０３内における電荷が定常状態と
なるまでにある程度の時間を要する。期間ｔ９として１ｓｅｃ以上の時間を確保すること
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により、蓄積モード移行時において光導電層１０３内の電荷を定常状態とすることができ
、オフセット変動をさらに効果的に防止することができる。なお、動画撮影の開始前に消
去光源３８を点灯状態に移行すればオフセット変動の抑制の効果が生じるので、期間ｔ９

として１ｓｅｃよりも短い期間または長い期間を設定してもよい。
【０１８９】
　一方、２Ｄ撮影では、放射線の照射時間が１～６ｓｅｃ程度と比較的長く、２Ｄ撮影中
に消去光を放射線検出器３６に照射すると画像にムラが発生するおそれがある。本実施形
態に係る放射線画像撮影装置１０においては、２Ｄ撮影のための放射線の照射が行われ、
放射線検出器３６において電荷の蓄積および読み出しを行っている間、消去光源３８は消
灯状態を維持するので、ムラの発生を防止することができる。
【０１９０】
　また、２Ｄ撮影が開始される前に消去光源３８が消灯状態に移行するので、２Ｄ撮影の
開始時点において、放射線検出器３６のセンサ部１００内の電荷を定常状態とすることが
できる。本実施形態においては、動画撮影の終了後、消去光源３８が消灯状態に移行して
から２Ｄ撮影が開始されるまでの期間ｔ１０として１ｓｅｃ以上の時間が確保されている
。これにより、２Ｄ撮影における蓄積モード移行時に放射線検出器３６のセンサ部１００
内の電荷を定常状態とすることができ、２Ｄ撮影においてオフセット変動を防止すること
ができる。なお、２Ｄ撮影の開始前に消去光源３８を消灯状態に移行すればオフセット変
動の抑制の効果が生じるので、期間ｔ１０として１ｓｅｃよりも短い期間または長い期間
を設定してもよく、動画撮影モードから２Ｄ撮影モードへの移行期間等を勘案して適宜変
更することが可能である。本実施形態のように、動画撮影における最終ショット後の電荷
の読み出しが完了した時点で消去光源３８を消灯状態に移行することで、期間ｔ１０を最
大とすることができる。
【０１９１】
　また、２Ｄ撮影における電荷の読み出しの終了後、消去光源３８が点灯状態となる期間
ｔ１１として５ｓｅｃの時間が確保されているので、確実に残像を消去することが可能で
ある。なお、期間ｔ１１として残像を消去するのに十分な時間が確保されていればよく５
ｓｅｃよりも短い時間または長い時間を設定してもよい。また、２Ｄ撮影後にセンサ部１
００に残留する残留電荷を自然消滅させるのに十分な時間が確保されている場合には、２
Ｄ撮影後における消去光源３８の点灯を省略することが可能である。
【０１９２】
　図１７および図１８は、主制御部５０を構成するＣＰＵ５０Ａが実行する第４の実施形
態に係る撮影制御プログラムにおける処理の流れを示すフローチャートである。撮影制御
プログラムは、ＲＯＭ５０Ｂに格納されている。図１７および図１８に示すフローチャー
トは、図１６に示すタイミングチャートに対応するものである。なお、撮影制御プログラ
ムの実行開始時点において、消去光源３８は消灯状態であるものとする。
【０１９３】
　ステップＳ１０１においてＣＰＵ５０Ａは、撮影モード選択指示の受信待ちを行う。ユ
ーザは、操作パネル４８を操作することによって、撮影モードの選択を行うことが可能で
ある。ここでは、所定の時間間隔で放射線を連続的に照射して複数の放射線画像を連続的
に取得する動画撮影の後に単一の放射線画像を取得する２Ｄ撮影（静止画撮影）を行う撮
影モードが選択されたものとする。ＣＰＵ５０Ａは、撮影モードの選択指示を操作パネル
４８から受信すると処理をステップＳ１０２に移行する。
【０１９４】
　ステップＳ１０２において撮影台に対する乳房Ｍのポジショニングが行われる。
【０１９５】
　ステップＳ１０３においてＣＰＵ５０Ａは、動画撮影の開始の指示がなされたか否かを
判定する。ユーザが撮影ボタン（図示せず）を操作する等して動画撮影の開始を指示する
と、処理はステップＳ１０５に移行する。
【０１９６】
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　ステップＳ１０５においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光の点灯を開始
させる制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９
は、消去光源３８に駆動信号を供給して消去光源３８を点灯状態とする。これにより、放
射線検出器３６に消去光が照射される。
【０１９７】
　ステップＳ１０６においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に
放射線の照射準備が完了した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０は
、ＣＰＵ５０Ａから放射線の照射準備が完了した旨の通知を受信すると、画素２２０の各
々のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードから蓄積モードに移行
する。
【０１９８】
　ステップＳ１０７においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対して動画撮影のた
めの放射線の照射を開始させる制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制御信号を受信
した放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線源２６を
駆動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。なお、本
ステップにおける放射線の照射時間は、５０ｍｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透過した放射
線は、放射線検出器３６に照射される。放射線検出器３６は、放射線の照射タイミングに
合わせて蓄積モードおよび読み出しモードに移行し、乳房Ｍを透過して照射された放射線
の線量分布に応じた放射線画像の画像データを生成し、生成した画像データをＣＰＵ５０
Ａに送信する。
【０１９９】
　ステップＳ１０８においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信
待ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ１０９に移
行する。ステップＳ１０９において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装
置５０Ｄに記憶するとともに、外部モニタに送信する。外部モニタには、放射線画像がリ
アルタイムで表示される。
【０２００】
　ステップＳ１１０においてＣＰＵ５０Ａは、所定数の放射線画像の撮影が完了したか否
かを判定し、所定数の放射線画像の撮影が完了していないものと判定した場合には処理を
ステップＳ１０７に戻し、所定数の放射線画像の撮影が完了したものと判定した場合には
処理をステップＳ１１１に移行する。
【０２０１】
　ＣＰＵ５０Ａは、所定数の放射線画像の撮影が完了するまでステップＳ１０７からステ
ップＳ１１０までの処理を繰り返し実行する。これにより、所定フレーム数の動画撮影が
行われ、外部モニタにリアルタイムで表示される。
【０２０２】
　ステップＳ１１１においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光を消灯させる
制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消去
光源３８を消灯状態とする。
【０２０３】
　ステップＳ１１２においてＣＰＵ５０Ａは、２Ｄ撮影の開始の指示がなされたか否かを
判定する。ユーザが撮影ボタン（図示せず）を操作する等して２Ｄ撮影の開始を指示する
と、処理はステップＳ１１３に移行する。
【０２０４】
　ステップＳ１１３においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に
２Ｄ撮影のための放射線の照射準備が完了した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰ
Ｄ制御部３５０は、ＣＰＵ５０Ａから放射線の照射準備が完了した旨の通知を受信すると
、画素２２０の各々のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードから
蓄積モードに移行する。
【０２０５】
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　ステップＳ１１４においてＣＰＵ５０Ａは、放射線源駆動部２７に対して２Ｄ撮影のた
めの放射線の照射を開始させる制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制御信号を受信
した放射線源駆動部２７は、所定の照射条件にて放射線の照射を行うべく放射線源２６を
駆動する。これにより、放射線源２６から乳房Ｍに向けて放射線が照射される。なお、本
ステップにおける放射線の照射時間は、１～６ｓｅｃ程度である。乳房Ｍを透過した放射
線は、放射線検出器３６に照射される。放射線検出器３６は、放射線の照射タイミングに
合わせて蓄積モードおよび読み出しモードに移行し、乳房Ｍを透過して照射された放射線
の線量分布に応じた放射線画像の画像データを生成し、生成した画像データをＣＰＵ５０
Ａに送信する。
【０２０６】
　ステップＳ１１５においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６からの画像データの受信
待ちを行い、放射線検出器３６から画像データを受信すると処理をステップＳ１１６に移
行する。ステップＳ１１６において、ＣＰＵ５０Ａは、取得した画像データを外部記憶装
置５０Ｄに記憶する。
【０２０７】
　ステップＳ１１７においてＣＰＵ５０Ａは、放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０に
画像データを適正に受信した旨の通知を行う。放射線検出器３６のＦＰＤ制御部３５０は
、ＣＰＵ５０Ａから画像データを適正に受信した旨の通知を受信すると、画素２２０の各
々のキャパシタ２１０に蓄積された電荷を除去するリセットモードに移行する。
【０２０８】
　ステップＳ１１８においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光の点灯を開始
させる制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９
は消去光源３８に駆動信号を供給して消去光源３８を点灯状態とする。これにより、放射
線検出器３６に消去光が照射され、放射線検出器３６のセンサ部１００に残留する残留電
荷の消滅が促進され、残像が消去される。
【０２０９】
　ステップＳ１１９においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源３８が点灯状態に移行してから所
定時間（例えば５ｓｅｃ）が経過した否か判定し、所定時間が経過したと判定した場合に
は処理をステップＳ１２０に移行する。上記所定時間として、放射線検出器３６のセンサ
部１００に残留する電荷を消滅させるのに十分な時間を適宜設定することが可能である。
【０２１０】
　ステップＳ１２０においてＣＰＵ５０Ａは、消去光源駆動部３９に消去光を消灯させる
制御信号を送信する。ＣＵＰ５０Ａからの制御信号を受信した消去光源駆動部３９は消去
光源３８を消灯状態とする。以上の各処理を経て本ルーチンが終了する。
【０２１１】
　このように、本発明の第４の実施形態に係る放射線画像撮影装置によれば、第１乃至第
３の実施形態と同様、放射線の照射時間が比較的短く且つ連続的に複数の放射線画像を連
続的に撮影する動画撮影モードにおいて複数の放射線画像を取得する間、消去光源３８を
継続して点灯させ、放射線の照射時間が比較的長い２Ｄ撮影（静止画撮影）モードにおい
て放射線画像を取得する間、消去光源３８を消灯させる。従って、動画撮影モードと２Ｄ
撮影モードの両モードにおいて、従来よりも高画質の放射線画像を得ることができる。
【符号の説明】
【０２１２】
１０　放射線画像撮影装置
２６　放射線源
３６　放射線検出器
３８　消去光源
５０　主制御部
５０Ａ　ＣＰＵ
１００　センサ部
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